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2007年度春学期受講生募集！

三鷹ネットワーク大学

国立天文台企画サロン　
アストロノミー・パブ
新しい博物学―天文学と芸術の
関係を巡って
武蔵野美術大学准教授・三浦均さんと総合
研究大学院大学教授・池内了さんをお迎えし
ます。
〔日時〕５月19日º午後６時30分～８時30分
〔定員〕15人〔参加費〕3,000円（飲食代含む）
〔申込開始〕４月17日∏午前９時30分から
（27日ªまでに申込多数の場合は抽選）。

三鷹ロータリークラブ寄付講座
環境市民講座～健康情報はあなたの
栄養となっていますか？～
健康情報に関する基本的な考え方のほか、
森林浴によるストレス緩和効果などについて、
調査結果をもとにお話しします。
〔日時〕５月12日º午後２時～４時
〔講師〕千葉大学大学院医学研究員環境影響生
化学教室教授・鈴木信夫さんほか
〔定員〕先着60人〔受講料〕無料
〔申込開始〕４月17日∏午前９時30分から。

※申し込みには、事前に受講者登録が必要
です。

樹�の�知�

に
し
み
た
か
学
園
第
二
中
学

校
体
育
館
の
建
替
工
事
が

始
ま
り
ま
す

工
事
は

平
成
20
年

３
月
ま
で

の
予
定
で
、

新
し
い
体

育
館
を
校

庭
南
側
に

建
設
し
ま

す
。
同
校

体
育
館
は
、

地
域
の
防

災
拠
点
施

設
と
し
て

の
機
能
や
、
地
域
に
身
近
な
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
の
機
能
も

備
え
た
体
育
館
と
し
て
生
ま
れ
か

わ
り
ま
す
。

t
施
設
課
@
内
線
３
２
２
３

パブリックコメント�

「
三
鷹
市
障
が
い
福
祉
計
画
」

が
確
定
し
ま
し
た

t
地
域
福
祉
課
@
内
線
２
６
１
８

１
月
20
日
〜
２
月
９
日
に
実
施

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、

10
人（
団
体
を
含
む
）の
方
か
ら
、

42
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。市

で
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
で
き
る
限
り
反
映
し
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る

た
め
の
基
本
理
念
、
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
量
の
見
込
み
と
そ
の
提
供
体

制
の
確
保
の
方
策
な
ど
を
定
め
る

「
三
鷹
市
障
が
い
福
祉
計
画
」を
確

定
し
ま
し
た
。

主
な
ご
意
見
と
そ
れ
に
対
す
る

市
の
考
え
方
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

（→

以
下
は
、
市
の
考
え
方
）

◆
障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

つ
い
て

○
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
な
い
方
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て

ほ
し
い
。

→

平
成
19
年
度
に
実
施
を
予
定

主
な
ご
意
見

し
て
い
る
「
高
齢
者
・
障
が
い
者

等
の
生
活
と
福
祉
実
態
調
査
（
仮

称
）」
で
、
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努

め
ま
す
。

◆
身
体
障
が
い
者
施
策
の
充
実
に

つ
い
て

○
施
策
の
対
象
者
と
し
て
「
精
神

障
が
い
者
と
知
的
障
が
い
者
」
に

限
定
す
る
記
述
が
多
い
。
身
体
障

が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
施
策
の
充
実
を
。

→
特
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、記
述
を
修
正
し
ま
し
た
。

施
策
の
検
討
に
つ
い
て
、
記
述
を

追
加
し
ま
し
た
。

◆
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て○
共
同
生
活
援
助
の
必
要
量
の
見

込
み
が
少
な
す
ぎ
る
。

※
そ
の
ほ
か
の
項
目
に
つ
い
て

も
、
数
値
目
標
の
修
正
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

→

提
案
を
受
け
て
、
精
査
の
う
え

修
正
し
ま
し
た
。

◆
自
立
支
援
に
向
け
た
支
援
の
展

開
に
つ
い
て

○
自
立
と
就
労
支
援
の
た
め
、
公

共
機
関
か
ら
の
仕
事
の
発
注
・
委

託
な
ど
の
拡
大
が
必
要
。

→

公
共
機
関
か
ら
の
発
注
・
委
託

な
ど
に
つ
い
て
、
記
述
を
追
加
し

ま
し
た
。

◆
計
画
推
進
の
し
く
み
に
つ
い
て

○
市
か
ら
国
や
東
京
都
に
対
し

て
、
現
場
の
実
態
を
示
し
つ
つ
、

必
要
な
提
言
を
し
て
ほ
し
い
。

→

必
要
な
改
善
要
請
や
意
見
具
申

に
つ
い
て
、
記
述
を
追
加
し
ま
し

た
。※

こ
の
ほ
か
、
生
活
サ
ポ
ー
ト

事
業
や
移
動
支
援
事
業
の
拡
充
、

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
へ
の
人
材
育

成
の
必
要
性
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
「
み
た
か

生
涯
学
習
事
業
情
報

春
号
」

生
涯
学
習
関
連
の
講
座
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
情
報（
子
ど
も
対
象
の

事
業
を
含
む
）を
ま
と
め
た
「
み
た

か
生
涯
学
習
事
業
情
報
春
号（
４
〜

６
月
）」
が
で
き
ま
し
た
。
学
習
活

動
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

◆
配
布
場
所

市
政
資
料
室
（
市
役
所
２
階
）、

生
涯
学
習
課
（
教
育
セ
ン
タ
ー
２

階
）、
図
書
館
、
社
会
教
育
会
館
、

第
２
体
育
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

t
生
涯
学
習
課
@
内
線
３
３
１
６

就
学
援
助
費
の
申
請
は

4
月
17
日
∏
ま
で

対
象
は
市
内
在
住
で
小
・
中
学

生
の
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
。
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
市
立
小
・
中
学
校
に
在
学
の
場

合
は
４
月
17
日
∏

ま
で
に
学
校
か

ら
配
布
さ
れ
た
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
学
校
へ
郵
送
ま
た
は

直
接
申
し
込
む
。
そ
れ
以
外
の
方

は
学
務
課
@
内
線
３
２
３
２
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス

テ
ム
再
構
築
の
事
業
者
の
方

を
募
集

三
鷹
市
立
図
書
館
で
は
平
成
19

年
度
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
シ
ス
テ

ム
の
再
構
築
を
行
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

t
三
鷹
図
書
館
（
本
館
）
@
43
―

９
１
５
１

三
鷹
市
立
図
書
館
協
議
会

委
員
を

◆
応
募
資
格

在
勤
・
在
学
を
含

む
18
歳
以
上
の
市
民
（
４
月
１
日

現
在
）
で
、
図
書
館
活
動
に
関

心
・
理
解
が
あ
り
学
識
経
験
の
あ

る
方
で
、
原
則
と
し
て
月
１
回
程

度
（
平
日
の
午
後
）
開
催
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方
。

◆
募
集
人
数

１
人

◆
任
期

７
月
１
日
〜
平
成
21
年

６
月
30
日

◆
報
酬

日
額
１
万
円
（
勤
務
は

月
１
回
程
度
）

▼
４
月
19
日
∫

〜
22
日
∂

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
19
・
20
日

は
午
後
８
時
ま
で
）
に
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
と
作
文
（「
こ
れ
か

ら
の
公
共
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
ま
た
は
「
生
涯
学
習
社
会

に
お
け
る
図
書
館
の
可
能
性
に
つ

い
て
」、
800
字
程
度
）
を
本
人
が

三
鷹
図
書
館
（
本
館
）
へ
持
参
し

て
申
し
込
む
。
応
募
書
類
は
返
却

し
ま
せ
ん
。
選
考
後
、
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

t
同
館
@
43
―
９
１
５
１

こ
も
れ
び
　
ほ
っ
と
・

サ
ー
ク
ル

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
と
市
の

協
働
。
対
象
は
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方
。

◆
ハ
ン
ド
ベ
ル
を
奏
で
ま
し
ょ
う

▽
５
月
24
・
31
日
・
６
月
７
日
の

木
曜
日
（
全
３
回
）
午
前
10
時
〜

正
午
、
ス
ペ
ー
ス
・
Ｓ
（
下
連
雀

１
丁
目
）
で
。
講
師
は
平

厚

子
さ
ん
。
参
加
費
１
千
500
円

（
１
回
500
円
）。

◆
ご
一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う

▽
５
月
25
日
ª

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
ス
ペ
ー
ス
・
Ｓ
（
下

連
雀
１
丁
目
）
で
。
講
師
は
笹
川

由
美
さ
ん
。
参
加
費
500
円
。

▼
い
ず
れ
も
４
月
16
日
∑

午
前
９

時
か
ら
、
同
サ
ー
ク
ル
@
080
―

３
３
８
４
―
６
９
９
４
へ
申
し
込

む
。
定
員
各
15
人
。

く
わ
し
く
は
同
サ
ー
ク
ル
へ
。

三
鷹
い
き
い
き
プ
ラ
ス
の

無
料
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

対
象
は
55
歳
以
上
の
市
民
で
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
ま
た
は
未
経
験

者
。
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
操
作
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル

な
ど
を
体
験
し
ま
す
（
全
２
回
）。

▽
①
５
月
７
日
∑

・
10
日
∫

、

②
＝
５
月
21
日
∑

・
24
日
∫

、
い

ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０

時
30
分
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

▼
事
前
に
希
望
回（
①
②
）・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

伝
え
て
三
鷹
い
き
い
き
プ
ラ
ス
事

務
局
（
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
受
付
）
@
70
―
５
７
５

３
・
I
70
―
５
７
５
４
へ
申
し
込

む
。
先
着
各
12
人
。

※
講
習
終
了
後
「
三
鷹
い
き
い

き
プ
ラ
ス
」（
入
会
金
・
会
費
無

料
）
に
入
会
い
た
だ
き
ま
す
。

t
高
齢
者
支
援
室
@
内
線
２
６
２

７
い
き
い
き
大
学
受
講
生
募
集

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
。
対
象
は
、
市
内
在
勤
を
含
む

55
歳
以
上
の
市
民
。
テ
ー
マ
は
健

康
増
進
、趣
味
活
動
の
充
実
な
ど
。

▽
５
月
23
日
〜
８
月
８
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
12
回
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
、
福
祉
会
館
で
。
講
座

内
容
な
ど
く
わ
し
く
は
、
同
協
議

会

http://www.m
itakasha

kyo.or.jp/

ま
た
は
配
布
の
チ
ラ

シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
16
日
∑

〜
５
月
８
日（
火
）

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
に
、
受
講
料
２
千
円
を
添

え
て
直
接
申
し
込
む
。先
着
75
人
。

t
同
協
議
会
@
46
―
１
１
０
８

花
季
さ
つ
き
展
に

出
品
し
ま
せ
ん
か

花
季
さ
つ
き
展
（
市
・
市
教
育

委
員
会
・
芸
術
文
化
協
会
主
催
、

HP

三
鷹
市
皐
月
会
主
管
）
の
一
般
出

品
を
募
集
し
ま
す
。
出
品
は
１
人

２
鉢
で
化
粧
鉢
に
限
り
ま
す
。

▽
５
月
28
日
∑

〜
31
日
∫

市
役
所

１
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
。
搬
入
日
＝

５
月
28
日
∑

午
前
８
時
30
分
、
搬

出
日
＝
５
月
31
日
∫

午
後
３
時
。

▼
４
月
15
日
∂

〜
28
日
º

に
、
は

が
き
に
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
「
〒
181
―
０
０
１
３

下
連
雀
６
―
13
―
13
社
会
教
育
会

館
内
三
鷹
市
芸
術
文
化
協
会
」
へ

申
し
込
む
。
後
日
三
鷹
市
皐
月
会

か
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

t
同
協
会
@
49
―
２
５
２
１
・
生

涯
学
習
課
@
内
線
３
３
１
６

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

杢
太
郎
が
称
へ
し
渡
し
す
で
に
な
く
川
を

跨
ぐ
は
佃
大
橋

葛
島
　
茂
春

﹇
評
﹈
佃
島
の
変
貌
に
は
泉
下
の
杢
太
郎

も
驚
い
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
利
便
さ

が
情
趣
を
奪
っ
た
こ
と
へ
の
嘆
き
が
伝

わ
っ
て
来
る
。

暖
か
き
冬
の
証
し
と
道
の
辺
の
ハ
コ
ベ
は

小
さ
き
花
を
つ
け
た
り

望
月
　
綾
乃

﹇
評
﹈
暖
冬
に
よ
る
自
然
界
の
異
変
の
ひ

と
つ
を
ハ
コ
ベ
の
開
花
に
見
て
と
っ
た

感
性
が
よ
い
。

欅
の
梢う

れ

撓
ら
せ
て
吹
く
春
一
番
見
ぬ
ま
ま

に
冬
の
過
ぎ
ゆ
く

棚
木
　
玲
子

﹇
評
﹈
こ
れ
も
自
然
界
の
異
変
を
う
ま
く

詠
み
込
ん
だ
作
品
。
今
年
都
心
で
の
初

雪
は
三
月
十
六
日
。
ま
さ
に
「
雪
見
ぬ

ま
ま
に
冬
の
過
ぎ
ゆ
く
」
で
あ
っ
た
。

富
士
山
の
真
上
に
光
る
金
星
と
水
星
見
た

り
立
春
の
宵

岩
井
　
昭

﹇
評
﹈
金
星
は
よ
く
見
え
る
が
水
星
は
肉

眼
で
は
見
つ
け
難
い
光
度
だ
け
に
そ
れ

を
見
つ
け
た
喜
び
は
大
き
か
っ
た
の
だ

ろ
う
。
事
実
だ
け
を
述
べ
て
い
る
が
感

動
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

孫
の
手
の
温
も
り
握
り
歩
む
朝
わ
が
子
育

て
の
日
々
思
ひ
出
づ

松
村
美
惠
子

﹇
評
﹈
単
に
、
孫
の
「
手
握
る
」
で
は
な

く
「
手
の
温
も
り
握
る
」
の
表
現
に
孫

へ
の
情
愛
が
籠
も
る
。
下
句
常
套
的
な

の
が
惜
し
い
。

セ
ン
ト
ポ
ー
リ
ヤ
の
真
冬
を
窓
に
生
き
継

ぎ
て
残
り
し
一
輪
の
淡
き
紅
神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
温
度
と
光
の
調
節
が
難
し
く
育
て

難
い
花
と
い
わ
れ
て
い
る
セ
ン
ト
ポ
ー

リ
ヤ
だ
け
に
、
冬
を
越
す
こ
と
が
で
き

た
喜
び
は
大
き
い
。
残
り
花
を
い
と
お

し
む
気
持
ち
も
滲
み
出
て
い
る
。

紫
陽
花
の
白
く
枯
れ
ゐ
し
枝
先
に
春
の
若

芽
の
雨
に
潤
ふ

八
島
　
靖
夫

﹇
評
﹈
枯
れ
朽
ち
た
よ
う
に
見
え
る
紫
陽

花
の
枝
先
に
恵
む
若
芽
。
い
つ
の
間
に

か
春
は
忍
び
寄
っ
て
い
た
の
だ
。
枯
れ

紫
陽
花
を
実
に
よ
く
観
て
詠
っ
て
い
る
。

４月21日ºから市内の学童保育所を小学生に開放するサタデイ
開放事業が始まります。この事業は、通所する児童を保護しなが
ら、施設を利用する児童と一緒に遊べるような指導を学童保育員
が行うとともに、子どもたちの安全・安心な居場所づくりを行っ
ていくものです。
くわしくは、三鷹市社会福祉協議会@46－1108・ info@

mitakashakyo.or.jpへ。
◆実施施設 市内の学童保育所。ただし、四小学童保育所は併設
のむらさき子どもひろばをご利用ください。
※２つの学童保育所がある場合は、「Ａ」学童保育所で実施しま
す（一小のみ「Ａ」「Ｂ」両方で実施）。
◆実施時間 午前９時～正午
q生涯学習課@内線3312

学童保育所の
サタデイ開放事業が始まります

◆
確
定
し
た
「
三
鷹
市
障
が
い

福
祉
計
画
」
の
全
文
、
い
た
だ

い
た
ご
意
見
と
市
の
考
え
方
な

ど
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、

地
域
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
⑭

番
窓
口
）、
相
談
・
情
報
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
２
階
）、
市
政

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。


